
古
今
和
歌
集

出
典

▼
底
本

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
古
今
和
歌
集
」（
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
　

校
注
、
平
成
六
〔
一九九四〕
年
、
小
学
館
刊
）
に
よ
っ
た
。

▼
成
立

　
二
十
巻
、
約
千
百
首
か
ら
成
る
、
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
。
醍
醐
天
皇
の
命

を
受
け
、
紀
貫
之
・
紀き
の

友と
も

則の
り

・
凡
河
内
躬
恒
・
壬
生
忠
岑
が
撰
進
し
た
。
少

数
の
長
歌
、
旋
頭
歌
の
他
は
全
て
短
歌
。
巻
首
に
貫
之
作
の
仮
名
序
、
巻
尾

に
紀き
の

淑よ
し

望も
ち

作
の
真
名
序
を
置
く
。
成
立
に
関
し
て
は
、
序
文
に
見
え
る
「
延

喜
五
（
九〇五）
年
四
月
十
八
日
」
と
い
う
日
付
が
手
が
か
り
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
こ
で
は
こ
の
日
時
を
あ
げ
た
う
え
で
、
撰
者
四
人
に
命
じ
て
「
万

葉
集
に
入
ら
ぬ
古
き
歌
、
み
づ
か
ら
の
も
の
を
奉
ら
し
め
給
ふ
」（
仮
名
序
）

と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
、
命
を
下
し
た
と
き
な
の
か
、
編
纂
し
終
え
て

「
古
今
和
歌
集
」
を
天
皇
に
奏
覧
し
た
と
き
な
の
か
で
説
が
分
か
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
片
桐
洋
一
「
古
今
和
歌
集
全
評
釈
」（
平
成
十
年
、
講
談
社
）
な

ど
が
奏
覧
時
説
に
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
集
中
に
は
延
喜
十
三
年
に
詠
ま

れ
た
和
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
説
を
採
る
場
合
は
、
原
稿
本
が

増
補
改
訂
版
だ
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
。
下
命
時
説
の
場
合
、
完
成
奏
覧
の

時
日
が
さ
ら
に
問
題
と
な
り
、
諸
説
〔
延
喜
十
三
年
三
月
〜
十
四
年
八
月
の

間
（
久
曽
神
昇
説
）
な
ど
〕
が
あ
る
。「
古
今
和
歌
集
」
の
和
歌
の
特
色
は
、

し
ば
し
ば
知
巧
的
、
観
念
的
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
頭
で
こ
し
ら

え
た
も
の
、
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
自
然
や
人
生
を
、
都
市
貴
族
で
あ
る

自
分
た
ち
に
相
応
し
い
、
洗
練
さ
れ
た
優
美
な
言
葉
の
中
に
収
め
よ
う
と
す

る
意
欲
の
現
れ
で
あ
る
と
解
し
う
る
。
本
集
で
確
立
さ
れ
た
表
現
様
式
は
、

後
世
の
和
歌
の
範
と
さ
れ
、
ま
た
整
然
と
し
た
体
裁
は
基
準
と
し
て
そ
の
後

の
勅
撰
集
に
も
踏
襲
さ
れ
た
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
古
今
和
歌
集
」
小
島
憲
之
他
　岩

波
書
店
　
平
元

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
古
今
和
歌
集
」
小
沢
正
夫
他
　小

学
館
　
平
六

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
古
今
和
歌
集
」
奥
村
恒
哉
　
新
潮
社
　
昭
五
十
三

　「
古
今
和
歌
集
全
評
釈
」
片
桐
洋
一
　

講
談
社
　
昭
六
十
三

　「
古
今
和
歌
集
」（
旺
文
社
文
庫
）
小
町
谷
照
彦
　

旺
文
社
　
昭
五
十
七

　
和
歌
文
学
大
系
「
古
今
和
歌
集
」
久
保
田
淳
他
　

明
治
書
院
　
令
三

▽
入
門
書
・
研
究
案
内
・
辞
典

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
和
歌
」
大
曾
根
章
介
他
編
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
八

　
鑑
賞
日
本
の
古
典
「
古
今
和
歌
集
　
王
朝
秀
歌
選
」
秋
山
虔
他
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尚
学
図
書
　
平
十
二

　「【
う
た
】
を
よ
む
㉔
三
十
一
字
の
詩
学
」
小
林
幸
夫
他
　
三
省
堂
　
平
九

　「
和
歌
大
辞
典
」
犬
養
廉
他
編
　

明
治
書
院
　
昭
六
十
一

　「
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
」
久
保
田
淳
他
編
　

角
川
書
店
　
平
十
一

　「
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
　
増
訂
版
」
片
桐
洋
一
　

笠
間
書
院
　
平
十
一

　「
古
今
集
の
世
界
　
増
補
版
」（
塙
選
書
）
小
沢
正
夫
　塙

書
房
　
昭
四
十
六

　「
古
今
和
歌
集
入
門
」（
有
斐
閣
新
書
）
藤
平
春
男
他
　有

斐
閣
　
昭
五
十
三

　「
王
朝
和
歌
の
想
像
力
㉔
古
今
集
と
源
氏
物
語
」
鈴
木
宏
子
　

笠
間
書
院
　
平
二
十
四

　「
名
歌
名
句
大
事
典
」
久
保
田
淳
・
長
島
弘
明
編
　明

治
書
院
　
平
二
十
四

　「
和
歌
文
学
大
辞
典
」

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
平
二
十
六

　「
古
今
和
歌
集
の
創
造
力
㉔
古
今
集
と
源
氏
物
語
」
鈴
木
宏
子
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
平
三
十

生
徒
用

　
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
「
古
今
和
歌
集
」
小
町
谷
照
彦
　新

潮
社
　
平
三

　「
和
歌
文
学
の
基
礎
知
識
」（
角
川
選
書
）
谷
知
子
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
八

　「
古
今
和
歌
集
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
）
中
島
輝
賢
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
九

　「
古
今
和
歌
集
」（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
小
町
谷
照
彦
　筑

摩
書
房
　
平
二
十

　「
新
版
古
今
和
歌
集
現
代
語
訳
付
き
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

高
田
祐
彦
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
二
十
一

　「
和
歌
と
は
何
か
」（
岩
波
新
書
）
渡
部
泰
明
　

岩
波
書
店
　
平
二
十
一

　「
古
典
和
歌
入
門
」（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
渡
部
泰
明
　

岩
波
書
店
　
平
二
十
六

　「
和
歌
の
ル
ー
ル
」
渡
部
泰
明
編
　

笠
間
書
院
　
平
二
十
六
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
春は
る

　
立た

ち
タ
四
・
用
　
け
る

過
・
体

　
日ひ

　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
る完・

体

紀き
の

　
貫つ
ら

之ゆ
き

袖そ
で

　
ひ
ち

タ
四
・
用
　
て接助

・
単
接
　
む
す
び

バ
四
・
用

　
し過・

体
　
水み
づ

　
の格助

・
主
格
　
凍こ
ほ

れ
ラ
四
・
已
　
る存・

体
　
を格助

・
対
象
　
春は
る

　
立た

つ
タ
四
・
体
　
今
日
け

ふ

　
の格助

・
体
修
　
風か
ぜ

　
や係助

・
疑
問（

係）

　
と
く

カ
四
・
終

ら
む

現
推
・
体（

結）
（

巻
一
・
春
上
・
二）

　
　
　
立
春
の
日
に
詠
ん
だ
（
歌
）

（

夏
に
）
袖
も
濡
れ
（
る
ほ
ど
に
し
）
て
両
手
で
す
く
っ
て
飲
ん
だ
水
が
、（
冬
に
な
っ
て
）
凍
っ
て
い
た
の
を
、
立
春
に
な
っ
た
今
日
の
（
暖
か
い
）
風
が
解

か
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　《
主
題
》

　
夏
か
ら
冬
へ
と
巡
っ
た
季
節
を
思
い
返
し
な

が
ら
、
春
に
な
っ
た
喜
び
を
詠
ん
だ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

問
◉
「
袖
ひ
ち
て
」（
７
行
目
）
の
歌
に
は
、
幾
つ
の

季
節
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。

答
３
つ
。

補
「
袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
」
＝
夏
、「
水
の
凍
れ

る
」
＝
冬
、「
春
立
つ
」
＝
春
。

問
こ
の
歌
に
お
け
る
作
者
の
感
動
の
中
心
と
し
て
、

適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

語
句
の
研
究

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

6
春
立
ち
け
る
日
　
立
春
は
、
二
十
四
節
気
に
よ
る

一
年
の
区
分
の
一
つ
。
月
の
運
行
を
基
準
と
す
る

元
日
と
は
異
な
る
の
で
、
注
意
し
た
い
。
月
の
満

ち
欠
け
は
、
約
二
九
・
五
日
を
周
期
と
す
る
。
こ

れ
を
大
小
の
月
に
分
け
て
一
二
か
月
と
す
る
と
、

約
三
五
四
日
と
な
っ
て
、
一
年
三
六
五
日
と
は
合

わ
ず
、
こ
れ
で
は
農
耕
な
ど
の
基
準
と
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
逆
に
一
年
三
六
五
日
（
の
概
数
三

六
〇
日
）
を
基
準
と
し
て
二
十
四
に
分
け
、
一
五

日
ご
と
に
節
気
と
中
気
が
交
互
に
来
る
よ
う
に
し
、

二
つ
一
組
で
一
か
月
に
相
当
さ
せ
た
。
こ
れ
が
二

十
四
節
気
で
あ
る
。
節
気
の
ほ
う
が
、
一
年
の
季

節
感
に
よ
り
密
着
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
冬
至
・
春
分
・
夏
至
・
秋
分
な
ど
、
今
も

そ
の
名
を
残
す
節
気
・
中
気
も
あ
る
。

6
詠
め
る
　「
歌
」
の
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

7
ひ
ち
て
　「
ひ
ち
」
は
「
ひ
た
す
」
な
ど
と
同
根

で
、「
ち
」
は
清
音
。
タ
行
四
段
活
用
の
自
動
詞
。

「
濡
れ
て
、
ひ
た
っ
て
」。「
濡
ら
す
、
ひ
た
す
」

の
意
の
他
動
詞
は
タ
行
下
二
段
「
ひ
つ
」。

7
む
す
び
し
　「
む
す
ぶ
」
は
、
二
つ
の
物
の
両
端

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
詩歌編　単元 1「古今和歌集」教材の詳細● 3

f_01_02_01_kokin_kyozai



ア
過
ぎ
去
っ
た
季
節
を
惜
し
む
気
持
ち
。

イ
待
望
の
春
が
め
ぐ
り
来
た
こ
と
を
喜
ぶ
気
持

ち
。

ウ
水
遊
び
に
興
じ
た
昨
夏
を
懐
か
し
む
気
持
ち
。

エ
暖
か
な
春
の
到
来
を
心
待
ち
に
す
る
気
持
ち
。

答
イ

補
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
で
過
ぎ
去
っ
た
夏
が
、
存

続
の
助
動
詞
「
り
」
で
つ
い
先
頃
ま
で
続
い
て
い

た
冬
が
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
や
は
り
感
動

の
軸
に
な
る
の
は
、
季
節
の
推
移
を
経
て
、
現
在

推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ

た
、
詠
歌
の
現
在
に
お
い
て
今
ま
さ
に
起
き
て
い

る
は
ず
の
「
氷
も
解
け
出
す
」
春
の
到
来
な
の
で

あ
ろ
う
。

問
⑴
「
凍
れ
る
」（
７
行
目
）
の
「
る
」、
⑵
「
風
や

と
く
ら
む
」（
７
行
目
）
の
「
ら
む
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
文
法
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

答
⑴
存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
連
体
形
　
⑵
現
在
推

量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
の
連
体
形

問
作
者
紀
貫
之
の
、
文
学
史
上
の
業
績
を
二
つ
あ
げ

よ
。

答
①
「
古
今
和
歌
集
」
の
編
者
と
し
て
、
日
本
最
初

の
歌
論
と
も
言
う
べ
き
「
仮
名
序
」
を
書
い
た
。

②
日
本
最
初
の
平
仮
名
に
よ
る
日
記
「
土
佐
日

記
」
を
書
い
た
。

問
こ
の
歌
に
お
け
る
自
然
の
表
現
に
つ
い
て
説
明
せ

よ
。

を
絡
み
合
わ
せ
て
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
が
原

義
で
、
そ
こ
か
ら
「
両
手
の
先
を
組
み
合
わ
せ
る
、

手
で
す
く
う
、
手
で
す
く
っ
て
飲
む
」
の
意
を
派

生
さ
せ
た
。
直
接
体
験
の
過
去
の
助
動
詞
「
し
」

に
よ
っ
て
、
暑
い
夏
の
自
己
の
体
験
を
示
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
水
の
凍
れ
る
を
　「
水
が
凍
っ
て
い
た
の
を
」。
立

春
は
現
在
で
は
二
月
四
日
頃
。
ま
だ
水
も
凍
る
時

期
で
あ
る
。
こ
の
水
は
、
池
で
も
川
で
も
よ
さ
そ

う
だ
が
、
や
は
り
「
山
の
井
」（
山
中
の
湧
き
水
）

な
ど
を
想
像
し
た
い
。
清
ら
か
な
湧
き
水
こ
そ
こ

答
一
首
の
中
に
、
昨
年
の
夏
か
ら
の
一
年
と
い
う
時

間
の
経
過
が
凝
縮
し
て
い
る
。

補
「
き
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
以
上
、
夏
に
袖
を
濡

ら
し
て
両
手
で
水
を
す
く
っ
て
飲
ん
だ
川
な
り
泉

な
り
で
時
を
過
ご
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、「
ら
む
」
を
用
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
地
の
現
在
の
様
子
は
眼
前
に
は
な
い
想
像
上

の
も
の
で
あ
る
。
春
の
喜
び
を
詠
む
の
に
氷
が
解

け
る
と
い
う
自
然
現
象
を
題
材
に
選
ん
で
は
い
る

も
の
の
、
や
は
り
観
念
的
な
自
然
把
握
と
い
う
面

は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
喜
び
を
頂
点
と
し

て
、
一
年
の
時
の
流
れ
を
短
い
言
葉
続
き
で
、
あ

く
ま
で
自
然
物
を
対
象
に
し
て
表
現
し
得
た
貫
之

の
技
量
は
や
は
り
特
筆
に
値
す
る
。

の
場
合
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
作
者

貫
之
に
は
、「
結
ぶ
手
の
し
づ
く
に
濁
る
山
の
井

の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」（「
古
今
和
歌

集
」
巻
八
㉔
四
〇
四
）
の
名
歌
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
夏
の
間
あ
れ
ほ
ど
涼
を
求
め
て
立
ち
寄
っ
た

泉
も
、
冬
の
間
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
。
そ
う
い

う
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
わ
び
し
げ
な
山
中
の
光
景

を
思
い
浮
か
べ
た
い
。
古
来
、
川
・
泉
・
池
・

海
・
湖
と
、
水
は
多
く
詩
歌
の
素
材
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
雨
・
雪
・
霰
な
ど
を
加
え
、
さ
ら
に
雲
・

霧
・
霞
・
露
・
霜
・
氷
な
ど
を
も
加
え
れ
ば
、
水

の
変
転
が
季
節
感
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
島
国
で
多
雨
多
湿

な
日
本
に
と
っ
て
、
水
は
そ
れ
ほ
ど
身
近
で
重
要

な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
水
の
変
化
を
軸
に
、
一

年
の
季
節
の
変
化
を
見
事
に
形
象
化
し
た
の
が
、

こ
の
歌
な
の
で
あ
る
。

7
と
く
ら
む
　「
解
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」。「
と

く
」
は
「
解
か
す
」
の
意
の
カ
行
四
段
活
用
動
詞
。

「
解
け
る
」
の
意
な
ら
下
二
段
動
詞
と
な
る
。

「
風
」
が
主
語
な
の
で
、
こ
こ
は
他
動
詞
。
凍
り

つ
い
た
水
が
今
に
も
ゆ
る
み
解
け
よ
う
と
す
る
一

瞬
に
、
春
の
訪
れ
へ
の
期
待
と
悦
び
が
、
渾
然
と

な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
礼
記
」（
月
令
）
の

「
孟
春
之
月
、
…
東
風
解
⒏凍
」
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
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作
者

紀
貫
之

　「
古
今
和
歌
集
」
撰
者
の
一
人
。
生
没
年
未
詳
だ
が
貞
じ
ょ
う

観が
ん

十
（
八六八）、
十

三
、
十
四
年
生
な
ど
諸
説
あ
り
、
天
て
ん

慶
ぎ
ょ
う

八
（
九四五）
年
ま
た
は
九
年
に
没
と

さ
れ
る
。
紀き
の

望も
ち

行ゆ
き

（
茂
行
）
の
子
。「
古
今
集
」
撰
者
の
一
人
紀き
の

友と
も

則の
り

の
従

弟
。
若
く
し
て
大
学
に
学
び
、
御ご

書
し
ょ

所
ど
こ
ろ
の

預あ
ず
か
りか
ら
大だ
い

内な
い

記き

、
土
佐
守
な
ど
を

経
て
玄げ
ん

蕃ば
の

頭か
み

・
木も

工く

権
頭
ご
ん
の
か
み。
従
五
位
上
に
至
る
。
二
十
歳
過
ぎ
に
「
是
こ
れ

貞
さ
だ
の

親み

王こ

家
歌
合
」「
寛か
ん

平
ぴ
ょ
う
の

御お
お
ん

時と
き

后
き
さ
い
の

宮み
や

歌
合
」
に
出
詠
し
て
頭
角
を
現
す
。

「
古
今
集
」
の
撰
集
に
当
た
っ
て
は
、
四
人
の
撰
者
の
中
で
主
導
的
役
割
を

果
た
し
た
。
延
喜
五
（
九〇五）
年
四
月
十
八
日
付
で
執
筆
さ
れ
た
仮
名
序
は
、

和
歌
の
本
質
と
歴
史
、
撰
集
の
目
的
と
意
義
が
論
じ
ら
れ
、
歌
論
の
嚆
矢
と

し
て
後
代
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
頃
か
ら
貴
顕
の
依
頼
を
受
け
て

し
ば
し
ば
屛
風
歌
（
邸
宅
の
調
度
品
で
あ
る
屛
風
に
絵
と
共
に
押
さ
れ
る
和

歌
）
を
詠
作
、
そ
の
第
一
人
者
と
し
て
晩
年
ま
で
活
躍
す
る
。
延
喜
七
年
、

宇
多
法
皇
の
大お
お

堰い

川が
わ

御
幸
に
供
奉
し
て
詠
進
、「
大
堰
井
川
行
幸
和
歌
序
」

を
奉
っ
て
い
る
。
ま
た
、
五
年
間
の
土
佐
守
赴
任
を
終
え
て
承
し
ょ
う

平へ
い

五
（
九三五）

年
に
帰
京
し
た
後
に
著
さ
れ
た
「
土
佐
日
記
」
は
、
仮
名
日
記
・
紀
行
文
の

先
駆
け
と
し
て
、
後
の
女
性
に
よ
る
日
記
文
学
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。「
新し
ん

撰せ
ん

和わ

歌か

」
の
編
者
で
も
あ
る
。
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。
家
集
に
「
貫
之
集
」

が
あ
る
。「
古
今
集
」
に
は
一
〇
二
首
入
集
。

鑑
賞

　
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
る
景
と
主
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ

の
主
体
が
貴
族
で
あ
っ
た
と
し
て
、
寝
殿
造
の
自
宅
で
、
夏
に
庭
の
遣
水
な

り
池
な
り
で
自
ら
袖
を
濡
ら
し
て
水
を
掬
っ
た
り
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
歌
に

し
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の
主
体
は
夏
の
野
外
に
出
て

い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
や
は
り
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
涼
を
求

め
て
出
会
っ
た
の
が
、
山
中
の
湧
き
水
で
も
小
川
の
清
流
で
も
よ
い
。
そ
れ

を
直
接
手
で
掬
っ
て
飲
む
㉔
主
体
の
目
の
前
に
は
袖
ま
で
濡
れ
た
自
ら
の
両

手
の
な
か
の
水
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
水
が
凍
っ
て
い
る
、
と
続
い
た

刹
那
、
映
像
は
寄
り
か
ら
引
き
の
そ
れ
に
変
わ
り
、
主
体
も
景
か
ら
一
度
退

場
し
、
同
時
に
周
囲
の
緑
も
人
に
優
し
く
な
い
冬
枯
れ
の
寒
々
と
し
た
も
の

へ
と
一
変
す
る
。
続
け
て
立
春
を
迎
え
た
今
日
こ
の
い
ま
、
春
の
風
を
肌
で

感
じ
た
主
体
は
、
何
処
に
い
よ
う
と
、
あ
の
夏
の
水
の
在
処
へ
と
再
び
思
い

を
馳
せ
る
。
そ
の
視
点
は
、
今
度
は
春
の
気
配
を
身
近
に
感
じ
た
周
囲
の
景

か
ら
、
再
び
早
春
の
山
野
へ
と
一
気
に
転
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
歌
に
展
開
す
る
景
は
、
そ
の
よ
う
に
一
カ
所
の
定
点
観
測
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
人
の
視
点
と
時
間
の
と
て
も
大
き
な
動
き
の

あ
る
変
化
こ
そ
が
、
こ
の
歌
の
生
命
線
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
桜さ
く
ら

　
の格助

・
体
修
　
花は
な

　
の格助

・
体
修
　
散ち

る
ラ
四
・
体
　
を格助

・
対
象
　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
る完・

体

紀き
の 

友と
も

則の
り

ひ
さ
か
た
の

（

枕）
　
光ひ
か
り

　
の
ど
け
き

形
ク
・
体

　
春は
る

　
の格助

・
体
修
　
日ひ

　
に格助

・
時
間
　
し
づ
心ご
こ
ろ

　
な
く

形
ク
・
用
　
花は
な

　
の格助

・
主
格
　
散ち

る
ラ
四
・
終
　
ら
む

現
原
推
・
体

（
巻
二
・
春
下
・
八
四）

　
　
　
桜
の
花
が
散
る
の
を
詠
ん
だ
（
歌
）

　
　
陽
の
光
が
の
ど
か
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
（
桜
の
）
花
は
散
る
の
だ
ろ
う
。

　《
主
題
》

　
の
ど
か
な
春
の
陽
射
し
の
中
に
散
る
花
の
風

情
を
詠
ん
だ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

問
作
者
は
花
が
散
る
の
を
見
て
何
を
思
っ
て
い
る
か
。

答
風
も
な
く
穏
や
か
な
日
な
の
に
、
ど
う
し
て
花
が

散
る
の
か
と
嘆
い
て
い
る
。

答
「
ら
む
」
は
、
目
の
前
に
見
え
る
現
象
に
対
し
て
、

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
い
う
原
因
を
推
量
す
る
意

味
の
助
動
詞
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
因
そ
の
も
の

を
考
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
ず
っ
と
咲
い
て

い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
願
い
に

逆
ら
う
よ
う
に
散
っ
て
し
ま
う
ま
ま
な
ら
な
さ
を

嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

語
句
の
研
究

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

9
ひ
さ
か
た
の
　
枕
詞
。
天
・
空
・
日
・
月
な
ど
に

掛
か
る
。
こ
こ
で
は
「
光
」
が
日
光
な
の
で
、

「
光
」
に
掛
か
っ
て
い
る
。

9
春
の
日
に
　「
に
」
は
時
間
を
表
す
格
助
詞
。
逆

接
の
接
続
助
詞
と
し
て
、「
春
の
日
な
の
に
」
と

解
す
る
説
も
あ
る
。

9
し
づ
心
な
く
　「
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
」
と
い

う
意
味
で
、
桜
に
心
が
あ
る
か
の
よ
う
に
擬
人
化

し
て
捉
え
た
表
現
で
あ
る
。

9
花
の
散
る
ら
む
　「
ら
む
」
は
現
在
の
原
因
推
量

の
助
動
詞
。
風
も
な
く
穏
や
か
な
風
景
の
中
で
、

桜
だ
け
が
慌
た
だ
し
く
散
り
急
い
で
見
え
る
の
を
、

な
ぜ
だ
ろ
う
か
と
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の

原
因
を
本
当
に
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
主
格
の
格
助
詞
「
の
」
を
受
け
る
語
は

連
体
修
飾
語
と
な
っ
て
下
の
名
詞
へ
掛
か
っ
て
い

く
の
が
本
来
の
用
法
な
の
で
、「
ら
む
」
は
連
体

形
。
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作
者

紀
友
則

　
生
没
年
未
詳
。
お
お
よ
そ
、
斉さ
い

衡こ
う

年
間
（
八五四〜
八五六）
頃
の
出
生
で
、
延え
ん

喜ぎ

五
（
九〇五）
年
頃
没
か
。
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。
貫
之
の
従
兄
。
歌
才
は

早
く
に
認
め
ら
れ
た
が
、
官
途
は
長
く
思
わ
し
く
な
く
無
官
の
時
代
が
続
い

た
。
よ
う
や
く
寛
平
九
（
八九七）
年
土と

佐
さ
の

掾
じ
ょ
う

、
同
十
一
年
少し
ょ
う内な
い記き

、
延
喜
四

（
九〇四）
年
大だ
い

内な
い

記き

に
な
っ
た
。「
古
今
集
」
撰
者
の
中
で
最
年
長
で
あ
り
、

歌
人
と
し
て
の
地
位
、
力
量
は
貫
之
に
匹
敵
し
て
い
た
の
で
、「
古
今
集
」

編
集
の
中
心
的
人
物
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
が
、
撰
半
ば
で
退
任
し
、「
古

今
集
」
成
立
以
前
に
没
し
た
と
言
う
。
平
明
な
言
葉
に
よ
る
清
澄
な
響
き
の

歌
が
特
徴
で
あ
る
。
家
集
に
「
友
則
集
」
が
あ
る
。「
古
今
集
」
以
下
の
勅

撰
集
に
六
十
六
首
入
集
。

鑑
賞

　「
桜
の
花
の
散
る
を
詠
め
る
」
と
い
う
詞
書
の
あ
る
歌
で
あ
る
。
上
の
句

の
「
ハ
行
音
」
と
母
音
の
「
ア
」
が
明
る
い
爽
や
か
さ
を
も
た
ら
し
、
一
読

し
て
ま
ず
音
の
響
き
の
美
し
さ
を
感
じ
る
歌
で
あ
る
。
明
る
い
春
の
陽
射
し

の
中
に
散
る
花
び
ら
と
い
う
情
景
は
、
明
る
さ
の
中
に
惜
春
の
も
の
哀
し
さ

も
感
じ
さ
せ
、
そ
の
美
し
い
哀
し
さ
に
酔
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
散
る
花
を

眺
め
て
い
る
作
者
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
友
則
の
代
表
作
で
あ
る
こ
の
歌

も
、
公
任
の
撰
集
や
俊
成
の
「
古
来
風
体
抄
」
な
ど
に
は
見
え
な
い
が
、

「
百
人
一
首
」
に
選
び
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
定
家
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ

有
名
に
な
っ
た
歌
で
あ
る
よ
う
だ
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
題だ
い

　
知し

ら
ラ
四
・
未
　
ず打・

終

よ
み
人び
と

知し

ら
ず

五
月
さ
つ
き

　
待ま

つ
タ
四
・
体
　
花は
な

橘
た
ち
ば
な　

の格助
・
体
修
　
香か

　
を格助

・
対
象
　
か
げ

ガ
四
・
已
　
ば接助

・
順
偶
　
昔む
か
し

　
の格助

・
体
修
　
人ひ
と

　
の格助

・
体
修
　
袖そ
で

　
の格助

・
体
修
　
香か

　
ぞ係助

・
強
意（

係）

す
る

サ
変
・
体（

結）
（

巻
三
・
夏
・
一
三
九）

　
　
　
作
歌
事
情
は
不
明

五
月
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
橘
の
花
の
香
を
嗅
ぐ
と
、
昔
親
し
か
っ
た
人
の
袖
の
香
り
が
す
る
よ
。

　《
主
題
》

　
橘
の
花
の
香
り
を
嗅
い
で
、
昔
付
き
合
っ
て

い
た
恋
人
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

問
◉
「
昔
の
人
」（
３
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人

か
。

答
昔
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
恋
人
。

補
「
昔
の
人
」
が
昔
親
し
か
っ
た
人
で
あ
る
こ
と
を

ま
ず
確
認
し
、
そ
れ
が
ど
の
く
ら
い
の
親
密
さ
か
、

と
順
次
考
え
さ
せ
た
い
。
ヒ
ン
ト
は
「
袖
の
香
」

で
あ
る
。
ず
っ
と
後
に
袖
の
香
り
を
思
い
出
す
ほ

ど
な
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
相
手
に
接
近
し
、

語
句
の
研
究

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

1
よ
み
人
知
ら
ず
　
作
者
未
詳
の
歌
で
あ
る
が
、
そ

れ
な
ら
作
者
に
つ
い
て
は
何
も
記
載
し
な
い
、
と

い
う
方
法
も
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
（
現
に
「
万

葉
集
」
の
多
く
の
作
者
未
詳
歌
は
、
そ
う
い
う
扱

い
を
さ
れ
て
い
る
。）
わ
ざ
わ
ざ
「
よ
み
人
知
ら

ず
」
と
断
る
の
は
、
勅
撰
集
が
天
皇
に
捧
げ
ら
れ

る
も
の
で
、
そ
の
作
者
を
記
す
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。「
古
今
和
歌
集
」
の
作
者

群
を
時
代
順
に
大
き
く
三
つ
に
分
類
す
る
と
、

「
よ
み
人
知
ら
ず
時
代
」、「
六
歌
仙
時
代
」、「
撰

者
時
代
」
の
歌
人
群
に
分
か
れ
る
。「
よ
み
人
知

ら
ず
」
は
、
す
な
わ
ち
最
も
古
層
の
時
代
の
も
の

（
全
て
が
そ
う
で
は
な
い
に
し
て
も
）
で
、
奈
良

時
代
の
歌
も
含
ん
で
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
口
伝
え
で
伝
承
さ
れ
口
誦
的
な
色
合
い
も
濃

い
。
当
該
歌
な
ど
も
そ
の
例
で
あ
る
。

2
五
月
待
つ
花
橘
　
橘
は
実
を
食
用
と
し
、
常
緑
の

葉
も
鑑
賞
さ
れ
た
の
で
、
特
に
初
夏
に
咲
く
白
い

花
を
強
調
し
て
「
花
橘
」
と
言
う
。「
五
月
待
つ
」

に
つ
い
て
は
、「
五
月
を
待
っ
て
咲
く
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
、
花
橘
に
冠
せ
ら
れ
る
成
句
的
な
言

葉
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
花
橘
が
、

早
く
も
咲
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
橘
と
時
鳥
の
深
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密
着
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
頻
繁
だ
っ
た
こ
と

が
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
こ

の
「
袖
」
は
衣
の
換
喩
（
部
分
を
も
っ
て
全
体
を

表
す
転
義
表
現
）
で
あ
る
。
香
が
薫
き
し
め
ら
れ

て
い
た
の
は
、
衣
全
部
だ
ろ
う
。
だ
が
、「
あ
か

ね
さ
す
」
の
歌
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
袖
は

魂
の
宿
る
場
所
で
も
あ
る
。
男
女
が
共
寝
す
る
と

き
互
い
の
袖
を
重
ね
、
別
れ
る
と
き
は
「
袖
の
別

れ
」
な
ど
と
も
い
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
「
人
」
は

ど
う
し
て
も
恋
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

香
り
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
記
憶
な
の
だ
か
ら
、

身
体
的
な
記
憶
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
官
能
的
記
憶

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

問
「
花
橘
の
香
」
と
「
昔
の
人
の
袖
の
香
」
と
の
関

係
を
説
明
し
な
さ
い
。

答
昔
、
作
者
の
恋
人
で
あ
っ
た
人
が
、
自
分
の
袖
に
、

橘
の
花
の
香
り
の
す
る
香
を
た
き
し
め
て
い
た
。

問
こ
の
歌
に
よ
っ
て
、
以
後
「
花
橘
」
の
香
り
は
何

の
象
徴
と
し
て
人
々
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
、
簡
潔
に
述
べ
よ
。

答
昔
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
。

問
「
か
げ
ば
」（
２
行
目
）
に
つ
い
て
、

［易］
⑴
文
法
的
に
ど
の
よ
う
な
条
件
を
表
す
か
、
答

え
よ
。

［中］
⑵
前
問
⑴
で
答
え
た
条
件
は
、
意
味
上
、
さ
ら

に
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。「
か
げ
ば
」
は
、

こ
の
う
ち
、
ど
の
用
法
と
同
じ
か
、
ア
〜
ウ
の
例

文
を
参
照
し
て
答
え
よ
。

ア
原
因
・
理
由
を
表
す
。　「
風
吹
け
ば
、
え
出
で

立
た
ず
。」

イ
偶
然
条
件
を
表
す
。　「
そ
れ
を
見
れ
ば
三
寸
ば

か
り
な
る
人
、
い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
。」

ウ
恒
常
条
件
を
表
す
。　「
命
長
け
れ
ば
恥
多
し
。」

答
⑴
順
接
確
定
条
件
　
⑵
イ

い
関
係
（
時
鳥
は
橘
に
好
ん
で
宿
り
を
す
る
）
を

も
と
に
、「
時
鳥
の
や
っ
て
来
る
五
月
を
待
っ
て

い
る
」
と
解
す
る
説
も
あ
る
。

鑑
賞

　
夏
が
来
て
橘
の
花
が
咲
き
始
め
る
と
、
忘
れ
か
け
て
い
た
昔
の
人
の
袖
の

香
り
が
し
て
、
ふ
い
に
懐
か
し
い
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
…
。
こ
の
歌

の
よ
う
に
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
、
記
憶
の
中
の
香
り
が
に
わ
か
に
呼

び
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
実
を
食
用
と
す
る
橘
は
、
万
葉
時
代
か
ら
実
や
葉
つ
い
て
も
歌
に
詠

ま
れ
て
き
た
も
の
の
、『
古
今
和
歌
集
』
以
後
は
初
夏
に
咲
く
「
花
橘
の
香
」

に
ほ
と
ん
ど
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
当
該
歌
に
よ
っ
て
、
単
に
季
節
感
の
み

な
ら
ず
、
過
去
の
追
憶
・
回
想
の
表
象
と
し
て
機
能
す
る
の
が
定
型
化
し
て

い
く
。『
新
古
今
和
歌
集
』
の
藤
原
俊
成
の
歌
（
↓
二
六
三
ペ
ー
ジ
）
は
こ

の
歌
を
本
歌
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
嗅
覚
は
視
覚
や
聴
覚
と
違
っ
て
、
扁
桃
体
と
海
馬
と
い
う
記
憶

と
感
情
を
処
理
す
る
部
位
に
直
接
的
に
接
続
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
何
ら
か

の
香
り
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
り
、
ず
っ
と
忘
れ
て
い
た
は
ず
の
記
憶
で
も
突
然

強
く
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。
記
憶
と
分
か
ち
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が
た
い
香
り
の
経
験
は
、
極
め
て
個
人
的
な
も
の
に
な
ろ
う
が
、
逆
に
そ
の

経
験
が
、
こ
の
歌
に
い
う
と
こ
ろ
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

〈
参
考
〉『
伊
勢
物
語
』
六
十
段

　
む
か
し
、
お
と
こ
有
け
り
。
宮
仕
へ
い
そ
が
し
く
、
心
も
ま
め
な
ら
ざ
り

け
る
ほ
ど
の
家
刀
自
、
ま
め
に
思
は
む
と
い
ふ
人
に
つ
き
て
、
人
の
国
へ
い

に
け
り
。
こ
の
お
と
こ
、
宇
佐
の
使
に
て
い
き
け
る
に
、
あ
る
国
の
祇
承
の

官
人
の
妻
に
て
な
む
あ
る
と
聞
き
て
、「
女
あ
る
じ
に
か
は
ら
け
と
せ
よ
。

さ
ら
ず
は
飲
ま
じ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
か
は
ら
け
取
り
出
し
た
り
け
る
に
、

さ
か
な
な
り
け
る
橘
を
と
り
て
、

　
　
五
月
待
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
む
か
し
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る

と
い
ひ
け
る
に
ぞ
、
思
ひ
出
で
て
、
尼
に
な
り
て
、
山
に
入
り
て
ぞ
あ
り
け

る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
秋あ
き

　
立た

つ
タ
四
・
体
　
日ひ

、　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
る完・

体

藤
原

ふ
ぢ
は
ら
の

敏と
し

行ゆ
き

秋あ
き

　
来きカ

変
・
用
　
ぬ完・

終
　
と格助

・
引
用
　
目め

　
に格助

・
場
所
　
は係助

・
区
別
　
さ
や
か
に

形
動
ナ
リ
・
用

　
見み

え
ヤ
下
二
・
未
　
ね打・

已
　
ど
も

接
助
・
逆
確
　
風か
ぜ

　
の格助

・
体
修
　
音お
と

　
に格助

・
理
由
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

お
ど
ろ
か

カ
四
・
未

　
れ自・

用
　
ぬ
る

完
・
体（
結）

（

巻
四
・
秋
上
・
一
六
九）

　
　
　
立
秋
の
日
、
詠
ん
だ
（
歌
）

秋
が
来
た
と
目
に
は
は
っ
き
り
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
風
の
音
で
（
秋
が
来
た
と
）
気
づ
い
た
こ
と
だ
よ
。

　《
主
題
》

　
風
の
音
に
僅
か
に
発
見
し
た
秋
ら
し
さ
を
喜

ぶ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

問
こ
の
歌
は
ど
の
よ
う
な
日
に
詠
ま
れ
た
か
。

答
立
秋
の
日

補
詞
書
に
は
「
秋
立
つ
日
、
詠
め
る
」
と
あ
る
。
立

秋
は
現
在
の
新
暦
で
は
八
月
七
日
前
後
だ
が
、
ま

だ
夏
の
真
っ
盛
り
と
い
っ
て
よ
い
時
期
に
、
ど
う

し
て
秋
を
発
見
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

さ
せ
、
古
人
の
季
節
感
を
実
感
さ
せ
た
い
。
我
々

は
涼
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
、

語
句
の
研
究

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

5
秋
来
ぬ
と
　「
秋
立
つ
日
、
詠
め
る
」
と
い
う
詞

書
か
ら
見
て
、「
二
十
四
節
気
の
暦
の
上
で
は
秋

に
な
っ
た
と
い
う
が
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
こ
も
る

と
判
断
さ
れ
る
。「
ぬ
」
は
完
了
の
助
動
詞
の
終

止
形
。

5
目
に
は
　「
に
は
」
は
手
段
の
格
助
詞
「
に
」
゛

強
調
の
係
助
詞
「
は
」
か
ら
成
る
連
語
。

5
さ
や
か
に
　
形
容
動
詞
の
連
用
形
。「
さ
や
か
な

り
」
は
「
冴
ゆ
」
と
同
根
の
語
で
、
く
っ
き
り
と

際
立
ち
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
さ
ま
を
表
し
、

視
覚
に
も
聴
覚
に
も
用
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
場

合
は
、
視
覚
的
に
秋
の
訪
れ
を
示
す
も
の
は
何
も

な
い
が
、
と
い
う
意
味
だ
が
、
一
方
「
風
の
音
」

の
「
さ
や
さ
や
」
と
い
う
音
を
暗
示
し
て
い
る
効

果
を
持
つ
。
目
に
見
え
る
秋
と
い
え
ば
、
木
々
の

黄
葉
や
草
木
に
置
く
露
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

先
立
っ
て
、
風
の
音
が
秋
を
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

5
風
の
音
　
風
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
風
の
音
で
あ

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
秋
の
風
は
、
肌
に
し
み

い
る
よ
う
に
吹
く
。
し
か
し
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
風

で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
夏
の
ぬ
ら
り
と
し
た
風

と
は
明
ら
か
に
違
う
も
の
が
耳
に
聞
き
取
れ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
学
的
知
識
と
し
て
、
秋
は
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そ
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
、
や
っ
と
あ
あ
秋
だ

と
感
じ
る
が
、
古
人
は
、
ほ
ん
の
僅
か
の
兆
し
に

も
秋
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
京
都

盆
地
の
厳
し
い
夏
を
忌
避
す
る
ゆ
え
の
秋
へ
の
期

待
感
が
あ
り
、
ま
た
、
季
節
と
は
こ
う
あ
る
べ
き

と
い
う
願
望
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
立
秋
は
、
二

十
四
節
気
に
よ
る
一
年
の
区
分
に
よ
る
。「
二
十

四
節
気
」
に
つ
い
て
は
「
袖
ひ
ち
て
」
歌
語
句
の

研
究
「
春
立
ち
け
る
日
」
の
項
参
照
。

問
「
見
え
ね
ど
も
」（
５
行
目
）
の
「
ね
」
を
文
法
的

に
説
明
せ
よ
。

答
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
已
然
形

問
「
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」（
５
行
目
）
に
つ
い
て
、

⑴
「
れ
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

⑵
「
ぬ
る
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

⑶
風
の
音
で
何
に
「
お
ど
ろ
」
い
た
の
か
、
歌
の

中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

⑷
「
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

答
⑴
自
発
の
助
動
詞
「
る
」
の
連
用
形
　
⑵
完
了
の

助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
　
⑶
秋
来
ぬ
（
と）

　

⑷
気
づ
い
た
こ
と
だ

涼
風
か
ら
始
ま
る
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。「
い

つ
も
き
く
風
と
は
き
け
ど
荻
の
は
の
そ
よ
ぐ
音
に

ぞ
秋
は
き
に
け
る
」（「
古
今
和
歌
六
帖
」
紀
貫

之
）、「
夏
と
秋
行
き
か
ふ
空
の
か
よ
ひ
ぢ
は
か
た

へ
す
ず
し
き
風
や
ふ
く
ら
む
」（「
古
今
和
歌
集
」

夏
・
凡
河
内
躬
恒
）、「
に
は
か
に
も
風
の
す
ず
し

く
な
り
ぬ
る
か
秋
立
つ
日
と
は
む
べ
も
い
ひ
け

り
」（「
後
撰
和
歌
集
」
秋
・
よ
み
人
知
ら
ず
）。

5
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
　「
お
ど
ろ
か
」
は
カ
行
四
段

動
詞
の
未
然
形
。
こ
の
「
お
ど
ろ
く
」
は
、「
驚

く
、
び
っ
く
り
す
る
」
と
現
代
語
訳
す
る
と
、
や

や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
く
る
。
現
代
語
の

「
驚
く
」
は
、
び
っ
く
り
し
た
後
、
平
静
を
失
っ

て
動
揺
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
が
、
こ
こ
で
は
む

し
ろ
し
み
じ
み
と
し
た
喜
び
を
嚙
み
締
め
て
い
る
。

ゆ
え
に
、「
は
っ
と
気
づ
く
」
と
い
う
訳
語
が
ふ

さ
わ
し
い
。「
れ
」
は
自
発
の
助
動
詞
「
る
」
の

連
用
形
。
何
か
を
発
見
し
よ
う
と
身
構
え
て
い
て

気
づ
い
た
の
で
は
な
く
、
自
然
と
気
づ
い
た
の
で

あ
る
。「
ぬ
る
」
は
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連

体
形
（「
ぞ
」
の
結
び
）。
助
動
詞
「
る
・
ら
る
」

に
完
了
の
助
動
詞
が
続
く
場
合
、「
つ
」
で
は
な

く
、
無
作
為
的
・
自
然
推
移
的
な
動
詞
・
助
動
詞

に
付
く
「
ぬ
」
が
来
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

作
者

藤
原
敏
行

　
生
年
未
詳
。
没
年
は
延
喜
元
（
九〇一）
年
と
さ
れ
る
が
、
延
喜
七
（
九〇七）

年
と
も
。
父
は
富
士
麿
、
母
は
紀き
の

名な

虎と
ら

の
娘
。
敏
行
の
妻
が
在
原
業
平
の
妻

の
妹
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
平
ら
と
親
し
か
っ
た
。「
寛か
ん

平
ぴ
ょ
う
の

御お
お
ん

時と
き

后
き
さ
い
の

宮み
や

歌う
た

合あ
わ
せ」
な
ど
に
出
詠
し
て
い
る
。
能
書
家
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。

家
集
に
「
敏
行
集
」
が
あ
る
。
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。
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鑑
賞

　
こ
の
歌
は
、
秋
歌
上
の
巻
頭
歌
（
巻
の
最
初
の
歌
）
で
あ
る
。
夏
歌
の
最

後
が
語
句
の
研
究
で
も
ふ
れ
た
、「
水
無
月
の
晦
日
の
日
、
よ
め
る
」
と
い

う
詞
書
を
有
す
る
凡
河
内
躬
恒
の
、

　
　
夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
空
の
か
よ
ひ
ぢ
は
か
た
へ
涼
し
き
風
や
吹
く
ら
む

と
、
暦
の
う
え
で
の
夏
と
秋
と
の
物
理
的
境
界
が
上
空
に
存
在
す
る
か
の
よ

う
な
ま
っ
た
く
も
っ
て
観
念
的
な
捉
え
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
風

の
音
に
よ
っ
て
季
節
の
変
化
を
体
感
し
た
と
詠
む
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

　
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
秋
の
気
配
は
も
と
よ
り
目
に
は
っ
き
り
と
見
え
て
察

知
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
か
っ
た
か
。「
過
ご
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
ね
」
と
い
う
定
型
的
な
挨
拶
も
あ
る
よ
う
に
、
個
人
差
は
あ
る

に
せ
よ
、
秋
の
到
来
は
皮
膚
感
覚
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
と
い
う
の
が

や
は
り
一
般
的
な
の
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
立
秋
に
な
っ
た
途
端
に
涼
し
い
風

が
吹
き
始
め
る
と
い
う
歌
は
枚
挙
に
暇
も
な
い
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
う
い
う
都
合
の
い
い
型
通
り
の
捉
え
方
で
は
な
く
、
耳
で
変
化

の
兆
し
を
捉
え
た
敏
行
の
感
性
は
、
現
代
人
か
ら
し
て
も
、
実
は
新
鮮
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

在
原
あ
り
は
ら
の

業な
り

平ひ
ら

ち
は
や
ぶ
る

（

枕）
　
神か
み

代よ

　
も係助

・
同
類
　
聞き

か
カ
四
・
未
　
ず打消

・
終
　
竜た
つ

田た

川が
は

　
か
ら
紅
く
れ
な
ゐ　

に格助
・
状
態
　
水み
づ

　
く
く
る

ラ
四
・
終

　
と格助

・
引
用
　
は係助

・
提
示（

巻
五
・
秋
下
・
二
九
四）

　
　
神
代
の
昔
に
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
竜
田
川
で
は
美
し
い
紅
色
に
水
を
絞
り
染
め
に
す
る
と
は
。

　《
主
題
》

　
竜
田
川
の
川
面
を
流
れ
る
紅
葉
を
、
鮮
や
か

な
紅
色
の
く
く
り
染
め
に
見
立
て
、
擬
人
法
に

よ
っ
て
そ
れ
は
竜
田
川
の
し
た
こ
と
だ
と
言
っ

て
み
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
美
し
さ
を
称
え
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

問
句
切
れ
を
答
え
よ
。

答
二
句
切
れ
。

補
語
句
の
研
究
「
神
代
も
聞
か
ず
」
の
項
を
参
照
。

問
か
ら
紅
と
は
、
何
の
、
ど
の
よ
う
な
様
子
か
。

答
竜
田
川
が
降
り
敷
く
紅
葉
に
よ
っ
て
、
深
紅
に
染

ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
様
子
。

補
語
句
の
研
究
「
か
ら
紅
」「
く
く
る
」
の
項
も
参

語
句
の
研
究

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

7
ち
は
や
ぶ
る
　「
神
」
に
か
か
る
枕
詞
。
古
く
は

「
ち
は
や
ふ
る
」
と
清
音
で
い
っ
た
。
こ
の
歌
の

よ
う
に
神
を
含
む
語
に
接
続
し
た
り
、
神
の
語
を

直
接
含
ま
な
く
て
も
神
に
関
わ
る
事
物
（
斎
垣
、

天
の
岩
戸
な
ど
）
に
接
続
し
た
り
、
特
定
の
神
社

や
そ
の
所
在
地
（
賀
茂
の
社
、
布
留
な
ど
）
に
も

か
か
る
こ
と
も
あ
る
。

7
神
代
も
聞
か
ず
　「
神
代
の
昔
か
ら
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
の
意
味
。「
神
代
」
は
、
神
々
の
時
代
、

つ
ま
り
、
人
の
世
を
は
る
か
展
り
、
神
々
が
国
造

り
を
し
、
統
治
し
て
い
た
時
代
の
こ
と
を
い
う
。

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
は
、
天
地
開
闢
か
ら

神
武
天
皇
以
前
の
時
代
の
こ
と
。「
ず
」
は
打
消

の
助
動
詞
の
終
止
形
で
二
句
切
れ
。

7
竜
田
川
　
奈
良
県
生
駒
郡
に
あ
る
立
田
山
の
ほ
と

り
を
流
れ
る
川
。
紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

7
か
ら
紅

く
れ
な
ゐ　
鮮
や
か
な
紅
色
。
大
陸
か
ら
渡
来
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、「
か
ら
（
唐
ま
た
は
韓
）」
が
接
頭

語
の
よ
う
な
か
た
ち
で
美
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

7
く
く
る
　
主
語
は
竜
田
川
で
擬
人
法
。「
く
く
る
」

は
く
く
り
染
め
（
絞
り
染
め
）
に
す
る
こ
と
。

「
く
く
り
染
め
」
と
は
布
の
所
々
を
糸
で
く
く
っ

て
、
そ
こ
を
白
く
染
め
残
し
て
模
様
を
出
す
染
色

法
、
ま
た
、
そ
の
模
様
の
こ
と
を
い
う
。「
括
る
」

と
も
書
く
。
流
れ
る
紅
葉
の
様
子
を
竜
田
川
が
紅

色
に
く
く
り
染
め
に
し
た
と
見
立
て
て
い
る
。

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
詩歌編　単元 1「古今和歌集」教材の詳細● 14

f_01_02_01_kokin_kyozai



照
の
こ
と
。「
く
く
る
」
の
解
釈
に
は
鑑
賞
に
も

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
諸
説
あ
る
も
の
の
、
少
な
く

と
も
竜
田
川
を
紅
葉
が
赤
く
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

作
者

在
原
業
平

　
天
て
ん

長
ち
ょ
う

二
（
八二五）
年
〜
元
が
ん

慶
ぎ
ょ
う

四
（
八八〇）
年
。
五
十
六
歳
で
没
。
平
安
前
期

の
歌
人
。
平へ
い

城ぜ
い

天
皇
皇
子
阿あ

保ぼ

親
王
の
五
男
。
権
ご
ん
の

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うま
で
至
っ
た
の
で
、

在ざ
い

五ご

中
ち
ゅ
う

将じ
ょ
う・
在
中
将
な
ど
と
呼
ば
れ
る
（「
在
」
は
臣
籍
に
降
下
し
て
賜
っ

た
姓
の
「
在
原
」
を
表
す
）。
兄
、
行ゆ
き

平ひ
ら

も
有
名
な
歌
人
。「
日に

本ほ
ん

三さ
ん

代だ
い

実じ
つ

録ろ
く

」
卒
伝
に
は
、「
業
平
は
体
貌
閑
麗
、
放
縦
に
し
て
拘
ら
ず
、
略
ぼ
才
学

無
く
、
善
く
倭
歌
を
作
る
」
と
あ
る
。
容
貌
美
し
く
、
自
由
奔
放
な
性
格
で
、

才
学
に
は
乏
し
い
が
、
歌
が
う
ま
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
古
今
和

歌
集
」
仮
名
序
の
「
そ
の
心
あ
ま
り
て
こ
と
ば
足
ら
ず
」
と
い
う
紀
貫
之
の

評
言
か
ら
も
、
情
熱
的
な
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

業
平
の
実
像
が
、
情
念
の
ほ
と
ば
し
り
出
る
よ
う
な
彼
の
恋
歌
を
中
心
に
増

幅
さ
れ
、
虚
構
化
・
物
語
化
さ
れ
彩
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
伊
勢

物
語
」
の
「
昔

む
か
し

男お
と
こ」
に
擬
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
好
色
者
・
み
や
び
男
の
像
と

な
っ
て
い
く
。
六
歌
仙
お
よ
び
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。

鑑
賞

　
末
次
由
紀
氏
の
漫
画
『
ち
は
や
ふ
る
』
に
よ
っ
て
、
競
技
か
る
た
と
し
て

の
『
百
人
一
首
』
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た
歌
で
あ
る
。
末
の
句
「
く
く
る
」

の
清
濁
が
解
釈
も
含
め
て
問
題
に
な
る
。

　
実
は
、
藤
原
定
家
に
よ
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
『
顕
注
密
勘
』
以

降
、
中
世
で
は
「
潜く
ぐ

る
」
と
詠
ん
で
、
下
の
句
を
「
紅
葉
の
散
り
敷
く
川
面

の
下
を
水
が
潜
っ
て
流
れ
る
」
と
す
る
の
が
解
釈
の
主
流
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
江
戸
期
に
な
っ
て
賀
茂
真
淵
『
宇
比
麻
奈
備
』
が
、
古
説
や
古
歌
な
ど

多
く
の
論
拠
か
ら
「
括く
く

る
」
説
を
優
勢
と
し
て
、
こ
れ
が
支
持
さ
れ
る
か
た

ち
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
近
年
、
真
淵
の
示
し
た
論

拠
も
不
確
か
で
あ
る
こ
と
が
古
歌
の
再
検
討
や
服
飾
史
の
面
か
ら
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
森
田
直
美
『
水
は
括
ら
れ
た
の
か
㉔
在
原
業
平
「
唐
紅
に
水

く
く
る
と
は
」
の
清
濁
』）
か
ら
、
下
の
句
の
解
釈
は
依
然
と
し
て
決
着
が

付
い
た
と
は
言
い
難
い
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

　『
古
今
和
歌
集
』
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
は
屛
風
歌
（
大
和
絵
の
屛

風
に
和
歌
を
つ
け
た
も
の
で
、
九
世
紀
の
末
か
ら
始
ま
り
、
十
世
紀
に
は
盛

ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
で
あ
っ
た
ら
し
い
。「
神
代
も
聞
か
ず
」

と
い
う
大
袈
裟
な
驚
き
に
は
、
こ
の
絵
あ
る
い
は
こ
の
絵
の
持
ち
主
に
対
す

る
何
ら
か
の
祝
意
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、

肝
腎
の
こ
の
絵
に
つ
い
て
の
詳
細
は
現
在
伝
わ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
広

く
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
多
く
の
課
題
を
残
し
た
歌
な
の
で

あ
る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
冬ふ
ゆ

　
の格助

・
体
修
　
歌う
た

　
と
て

格
助
・
引
用
　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
る完・

体

源
　

み
な
も
と
の

宗む
ね

于ゆ
き

山や
ま

里ざ
と

　
は係助

・
提
示
　
冬ふ
ゆ

　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
寂さ
び

し
さ
　
ま
さ
り

ラ
四
・
用

　
け
る

詠
・
体（

結）

　
人ひ
と

目め

　
も係助

・
列
挙
　
草く
さ

　
も係助

・
列
挙
　
か
れ

ラ
下
二
・
用
　
ぬ完・

終
　
と格助

・
引
用
　
思お
も

へ
ハ
四
・
已

ば接助
・
順
偶

（

巻
六
・
冬
・
三
一
五）

　
　
　
冬
の
歌
と
し
て
詠
ん
だ
（
歌
）

山
里
は
（
い
つ
も
寂
し
い
が
）
冬
が
（
な
ん
と
い
っ
て
も
）
寂
し
さ
が
ま
さ
る
こ
と
だ
よ
。
人
の
訪
れ
も
絶
え
て
離か

れ
て
し
ま
い
、
草
も
枯
れ
て
し
ま
う
と
思

う
と
。

　《
主
題
》

　
賞
で
る
べ
き
草
花
も
枯
れ
果
て
、
訪
ね
て
く

れ
る
人
も
い
な
く
な
っ
た
冬
の
山
里
の
寂
し
さ

を
詠
ん
だ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

問
「
か
れ
ぬ
」（
９
行
目
）
の
「
ぬ
」
を
文
法
的
に
説

明
せ
よ
。

答
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形

問
「
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
」（
９
行
目
）
を
、

掛
詞
に
注
意
し
て
現
代
語
訳
せ
よ
。

答
人
の
訪
れ
も
絶
え
て
離か

れ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
草

語
句
の
研
究

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

9
山
里
　
山
の
中
で
、
し
か
も
人
の
住
ん
で
い
る
所
。

貴
族
は
基
本
的
に
都
市
生
活
者
な
の
で
、
山
里
に

住
む
と
い
う
こ
と
は
、
貴
族
生
活
か
ら
何
ら
か
の

意
味
で
距
離
を
置
い
て
い
る
状
態
を
表
す
。
貴
族

生
活
の
中
で
の
憂
悶
や
喧
騒
、
疲
弊
な
ど
を
離
脱

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
場
所
で
も
あ
る
。
世
の

憂
さ
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
山
中
の
自
然
は
厳
し
い
。
冬
は
長
く
、
寒

気
は
い
よ
い
よ
強
い
。
孤
独
感
も
つ
の
る
。
し
か

し
ま
た
、
四
季
の
と
り
ど
り
の
季
節
感
は
都
よ
り

は
る
か
に
鮮
明
で
、
そ
れ
が
静
寂
な
環
境
と
あ
い

ま
っ
て
、
さ
さ
く
れ
立
ち
、
疲
れ
き
っ
た
心
を
癒

し
も
す
る
。
そ
う
い
う
正
負
両
面
を
「
山
里
」
は

抱
え
込
ん
で
い
る
。
当
該
歌
は
、
そ
の
負
の
面
を

強
調
し
た
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
山
里
を
嫌
悪
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
厳
し
い
環

境
で
は
あ
り
な
が
ら
、
自
然
に
抱
か
れ
て
い
る
安

ら
か
さ
も
ま
た
、
背
景
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。

9
人
目
　
辞
書
類
に
は
、「
人
目
」
に
「
他
人
の
見

る
目
」
の
ほ
か
に
、「
人
の
出
入
り
」
な
ど
の
意

味
を
掲
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
人
目
」

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
詩歌編　単元 1「古今和歌集」教材の詳細● 16

f_01_02_01_kokin_kyozai



も
枯
れ
て
し
ま
う
と
思
う
と
。

問
「
か
れ
」（
９
行
目
）
の
掛
詞
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
か
。

答
草
木
が
枯
れ
た
寂
し
さ
と
、
人
が
訪
れ
な
い
寂
し

さ
を
、
一
体
の
も
の
と
し
て
感
じ
取
ら
せ
る
効
果

が
あ
る
。

問
「
冬
ぞ
」（
９
行
目
）
の
「
ぞ
」
と
い
う
係
助
詞
に

は
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て

い
る
か
。

答
山
里
は
、
常
に
寂
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
特
に

冬
こ
そ
が
最
も
寂
し
く
な
る
の
だ
と
強
調
し
よ
う

と
す
る
気
持
ち
。

問
上
の
句
と
下
の
句
と
の
表
現
上
の
関
係
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
一
語
で
答
え
よ
。

答
倒
置

補
掛
詞
と
は
、
同
音
異
義
語
の
多
い
日
本
語
の
特
性

を
生
か
し
て
、
二
種
の
語
を
重
ね
合
わ
せ
る
技
法

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈

を
歌
中
で
担
っ
て
い
る
か
ら
、
掛
詞
に
よ
っ
て
、

二
つ
の
文
脈
が
一
体
不
可
分
の
も
の
と
し
て
、
形

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
重
要
な
の
は
そ
の
掛
詞

の
両
義
の
う
ち
、
一
方
が
物
象
（
物
体
や
現
象
）

に
ま
つ
わ
る
物
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
も
う
一
方

が
心
情
に
関
わ
る
観
念
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と

で
あ
る
（
鈴
木
日
出
男
「
古
代
和
歌
史
論
」）。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
あ
る
空
間
に
お
け
る
あ
る
心
情
が
、

人
間
生
活
の
動
か
し
難
い
事
実
と
し
て
、
言
葉
の

上
で
実
現
す
る
。
こ
の
場
合
で
い
え
ば
、「
枯
れ
」

が
物
象
関
係
、「
離
れ
」
が
心
情
関
係
で
あ
る
。

こ
の
両
義
が
、
掛
詞
で
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

草
木
も
枯
れ
果
て
た
寂
し
い
山
里
で
、
人
に
見
捨

て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
孤
独
が
、
不
可
避

の
事
実
と
し
て
実
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
も
の
に
来
訪
の
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
も
「
人
目
離
る
」
で
、「
人
が
自
分
を
見

な
く
な
る
」
の
意
か
ら
「
訪
れ
る
人
が
い
な
い
」

と
い
う
状
況
を
指
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ

う
言
う
と
き
の
「
目
」
は
、「
目
を
か
け
る
」
な

ど
と
い
う
と
き
の
「
目
」
に
近
い
。

9
か
れ
　「
離
れ
」
は
、
本
来
密
着
し
て
い
た
も
の

が
、
別
々
に
な
り
距
離
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

特
に
和
歌
で
は
、
男
女
が
疎
遠
に
な
る
こ
と
に
用

い
る
。
こ
こ
で
も
、
男
に
見
捨
て
ら
れ
た
女
の
口

吻
を
か
り
て
、
孤
独
感
を
吐
露
し
て
い
る
、
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

作
者

源
宗
于

　
生
年
未
詳
〜
天
慶
二
（
九三九）
年
。
光こ
う

孝こ
う

天
皇
皇
子
是こ
れ

忠た
だ

親
王
の
男
。
生

涯
官
職
に
恵
ま
れ
ず
、
不
遇
を
か
こ
つ
歌
が
多
い
。
家
集
に
「
宗
于
集
」
が

あ
る
。
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。

鑑
賞

　『
百
人
一
首
』
が
古
典
和
歌
を
学
び
は
じ
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
し
た
ら
、
修
辞
技
法
と
し
て
の
掛
詞
の
面
白
さ
と
最
初
に
出
会
っ
た
作
品

と
し
て
、
こ
の
歌
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。「
離か

れ
」
と
い
う
古
語
は
、
和
歌
で
は
男
女
が
疎
遠
に
な
る
こ
と

を
も
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
を
通
し
て
、
冬
の
山
里
に
「
訪
れ
る
人
が

い
な
く
な
る
」
と
い
う
状
況
を
い
う
語
と
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
と
こ
ろ
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が
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
和
歌
を

起
点
に
し
て
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
古
語
に
出
会
っ
て
、
少
し
ず
つ
確
実

に
様
々
な
作
品
の
理
解
に
繫
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
題だ
い

　
知し

ら
ラ
四
・
未
　
ず打・

終

小を

野の
の

小こ

町ま
ち

思お
も

ひ
ハ
四
・
用
　
つ
つ

接
助
・
継
続
　
寝ぬ

れ
ナ
下
二
・
已
　
ば接助

・
順
理
　
や係助

・
疑
問（

係）

　
人ひ
と

　
の格助

・
主
格
　
見み

え
ヤ
下
二
・
用
　
つ完・

終
　
ら
む

現
原
推
・
体（

結）

　
夢ゆ
め

　
と格助

・
引
用
　
知し

り
ラ
四
・
用
　
せ過・

未
　
ば接助

・
順
仮

覚さ

め
マ
下
二
・
未
　
ざ
ら

打
・
未

　
ま
し

反
仮
・
終
　
を間助

・
詠
嘆

（

巻
十
二
・
恋
二
・
五
五
二）

　
　
　
作
歌
事
情
は
不
明

（

ひ
た
す
ら
恋
し
い
あ
の
人
の
こ
と
を
）
思
い
な
が
ら
寝
た
の
で
、
あ
の
人
が
（
夢
に
）
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
夢
だ
と
分
か
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
目
覚
め
な

い
で
い
た
の
に
。

　《
主
題
》

　
夢
の
中
で
見
た
、
現
実
に
は
電
え
な
い
恋
人

の
姿
を
、
夢
が
覚
め
て
か
ら
せ
つ
な
く
恋
い
慕

っ
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

問
◉
「
思
ひ
つ
つ
」（
11
行
目
）
と
あ
る
が
、
何
を
か
。

答
恋
し
い
相
手
の
こ
と
。「
思
ふ
」
は
恋
の
思
い
悩

み
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。「
つ
つ
」
は
反
復
・
継

続
の
接
続
助
詞
。
か
な
わ
ぬ
恋
の
相
手
の
こ
と
を
、

し
き
り
に
考
え
な
が
ら
寝
入
っ
た
の
で
あ
る
。

問
「
見
え
つ
ら
む
」（
11
行
目
）
を
現
代
語
訳
し
な
さ

語
句
の
研
究

●
二
六
一
ペ
ー
ジ

11
思
ひ
つ
つ
　「
つ
つ
」
が
動
作
の
反
復
、
継
続
の

接
続
助
詞
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。
何
度
も
、

し
き
り
に
、
恋
し
い
人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
眠

り
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
一
晩
中

恋
人
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え
続
け
（
恋
人
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
想
起
し
た
、
と
い
う
の

で
は
な
い
。
か
な
え
ら
れ
ぬ
恋
ゆ
え
に
、
あ
あ
で

も
な
い
、
こ
う
し
て
も
駄
目
、
で
も
…
と
、
現
実

の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
堂
々
巡
り
の
激
情
を

も
て
あ
ま
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）、
と
う
と
う
疲

れ
果
て
て
、
我
知
ら
ず
眠
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
転
寝

う
た
た
ね

で
あ
る
。
そ
う
い
う
眠
り
は
熟
睡
し

き
ら
な
い
浅
い
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
夢
も
見
よ

う
と
い
う
も
の
だ
。

11
寝
れ
ば
や
　
ナ
行
下
二
段
動
詞
「
寝ぬ

」
の
已
然
形

に
、
順
接
確
定
条
件
（
原
因
・
理
由
）
の
接
続
助

詞
「
ば
」、
疑
問
の
係
助
詞
「
や
」
が
付
い
た
も

の
。「
寝
た
の
で
、
…
（
な
の
だ
ろ
う
）
か
」
の

意
。

11
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を
　「
せ
」
は
過

去
の
助
動
詞
「
き
」
の
未
然
形
と
し
て
お
く
が
、
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い
。

答
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

補
「
見
え
」
は
ヤ
行
下
二
段
動
詞
「
見
ゆ
」
の
連
用

形
、「
つ
」
は
完
了
・
強
意
の
助
動
詞
の
終
止
形
、

「
ら
む
」
は
現
在
の
原
因
推
量
の
助
動
詞
の
連
体

形
（
係
助
詞
「
や
」
の
結
び
）。「
見
え
」「
つ
ら

む
」
で
は
な
く
、「
見
え
つ
」「
ら
む
」
と
切
っ
て

考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
ま
ず
、
夢
に
恋
し
い
人
の

姿
が
見
え
た
（「
見
え
つ
」）
と
い
う
完
了
し
た
事

実
が
あ
り
、
そ
の
原
因
が
、
あ
の
人
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
寝
た
か
ら
（「
思
ひ
つ
つ
寝
れ
ば
」）
で

あ
ろ
う
か
（「
や
」）
と
推
量
し
た
（「
ら
む
」）
の

で
あ
る
。

問
上
の
句
に
つ
い
て
、
何
を
「
思
ひ
つ
つ
」
な
の
か
、

「
人
」（
11
行
目
）
と
は
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
現
代
語
訳
せ
よ
。

答
ひ
た
す
ら
恋
し
い
、
あ
の
人
の
こ
と
を
思
い
な
が

ら
寝
た
の
で
、
あ
の
人
が
夢
に
見
え
た
の
だ
ろ
う

か
。

問
下
の
句
に
つ
い
て
、「
せ
ば
…
ま
し
」
は
反
実
仮

想
を
表
す
が
現
実
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
説

明
せ
よ
。

答
夢
だ
と
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
目
覚
め
て

し
ま
っ
た
。

問
「
古
今
和
歌
集
」
に
は
、
こ
の
歌
に
続
き
、
小
野

小
町
の
次
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
両
歌
に
共

通
す
る
点
を
説
明
せ
よ
。

う
た
た
ね
に
恋
し
き
人
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ

も
の
は
頼
み
そ
め
て
き

答
両
歌
と
も
恋
心
と
夢
を
主
題
と
し
て
詠
ん
で
お
り
、

は
か
な
い
夢
を
頼
り
に
す
る
し
か
な
い
ほ
ど
、
恋

心
が
せ
つ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

補
「
鑑
賞
」
参
照
。

サ
変
動
詞
の
未
然
形
と
見
な
す
見
解
も
有
力
で
あ

る
。「
を
」
は
間
投
助
詞
だ
が
、「
…
の
に
」
と
い

う
逆
接
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
こ
も
る
。「
…
せ
ば

…
ま
し
」
の
反
実
仮
想
の
構
文
が
、
何
よ
り
も
こ

こ
で
は
重
要
。
現
実
に
反
す
る
こ
と
を
仮
に
想
像

す
る
の
が
反
実
仮
想
だ
か
ら
、
現
実
の
状
況
は
逆

な
の
で
あ
っ
て
、
ま
ず
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
認
識

し
た
い
。
実
際
に
は
夢
を
見
て
い
る
と
き
、
そ
れ

が
夢
で
あ
る
と
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
目
覚
め

て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
嘆
息
が
そ
こ
に
は
込
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
反
実
仮
想
に
こ
そ
、

小
町
の
独
自
性
が
光
る
。
相
手
の
こ
と
を
思
い
な

が
ら
寝
た
か
ら
相
手
が
夢
に
見
え
た
、
と
い
う
発

想
は
「
万
葉
集
」
に
も
見
ら
れ
、
さ
ほ
ど
珍
し
い

も
の
で
は
な
い
が
、
夢
の
は
か
な
さ
を
知
り
抜
き

つ
つ
、
そ
こ
に
で
も
希
望
を
か
け
て
い
く
ほ
か
な

い
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
彼
女
の
本
領
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
絶
望
に
胸
を
締
め
つ
け
ら
れ
な
が

ら
、
仮
定
の
世
界
に
全
身
を
委
ね
よ
う
と
す
る
、

閨
秀
詩
人
な
ら
で
は
の
強
烈
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

で
あ
る
。
こ
う
い
う
恋
の
相
手
は
、
や
は
り
手
の

届
か
な
い
高
貴
な
男
性
を
想
像
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
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作
者

小
野
小
町

　
生
没
年
未
詳
。
そ
の
生
涯
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
を
生
み
、
添
に
包
ま
れ
て

い
る
。
仁に
ん

明み
ょ
う朝
（
八三三〜
八五〇）
の
頃
活
躍
し
た
か
。
恋
歌
に
特
色
を
見
せ

る
。
家
集
に
「
小
町
集
」
が
あ
る
。
六
歌
仙
お
よ
び
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。

鑑
賞

　「
せ
め
て
夢
の
な
か
で
だ
け
で
も
会
え
た
ら
」
と
い
う
思
い
は
、
千
年
を

超
え
る
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
現
実
的
に
は
成
就
す
る
は
ず
の
な
い
恋
㉔
そ

れ
を
頭
で
は
分
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
い
ざ
相
手
が
夢
の
な
か
に
本
当
に

現
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
夢
だ
な
ど
と
は
思
い
も
し
な
い
。
そ
れ
が
恋
す
る
者

の
真
実
な
の
だ
と
、
こ
の
歌
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　『
古
今
和
歌
集
』
恋
二
の
巻
頭
歌
で
あ
る
こ
の
歌
に
は
、
同
じ
く
小
町
に

よ
る
、
夢
に
ま
つ
わ
る
恋
の
歌
が
さ
ら
に
二
首
続
い
て
い
て
、

う
た
た
ね
に
恋
し
き
人
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
頼
み
そ
め
て
き

い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
む
ば
た
ま
の
夜
の
衣
を
返
し
て
ぞ
着
る

こ
れ
ら
を
順
に
見
て
い
く
と
、「
見
え
つ
ら
む
」
と
一
度
で
も
夢
で
電
え
て

し
ま
う
と
、「
頼
み
そ
め
て
き
」
と
は
か
な
く
あ
て
に
な
ら
な
い
夢
を
頼
り

に
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
「
夜
の
衣
を
返
し
て
」
着
る
と
い

う
、
俗
信
に
よ
る
呪
的
な
営
み
に
よ
っ
て
、
人
為
的
に
夢
で
の
電
瀬
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
試
み
る
ま
で
に
至
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
首
は
、
夢

に
す
が
る
主
体
の
心
の
動
き
を
、
そ
の
ま
ま
垣
間
見
せ
る
か
の
よ
う
な
並
び

に
な
っ
て
い
る
。
現
代
人
な
ら
ば
、
心
理
学
や
仮
想
現
実
の
構
築
に
よ
っ
て
、

よ
り
合
理
的
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
恋
す
る
者
の
願
望
と
し
て
の
本
質
的
な
と
こ
ろ
は
、
実
は
千
年
前

と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
五ご

節せ
ち

　
の格助

・
体
修
　
舞ま
ひ

姫ひ
め

　
を格助

・
対
象
　
見みマ

上
一
・
用
　
て接助

・
単
接
　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
る完・

体

良
岑
よ
し
み
ね
の

宗む
ね

貞さ
だ

天あ
ま

つ
風か
ぜ

　
雲く
も

　
の格助

・
体
修
　
通か
よ

ひ
路ぢ

　
吹ふ

き
と
ぢ
よ

ダ
上
二
・
命

　
乙
女
を
と
め

　
の格助

・
体
修
　
姿す
が
た

　
し
ば
し

副

　
と
ど
め

マ
下
二
・
未

　
む意・

終

（
巻
十
七
・
雑
上
・
八
七
二）

　
　
　
五
節
の
舞
姫
を
見
て
詠
ん
だ
（
歌
）

　
　
大
空
を
吹
く
風
よ
、
雲
の
中
の
通
い
路
を
閉
ざ
し
て
お
く
れ
。
天
女
の
姿
を
も
う
し
ば
ら
く
（
地
上
に
）
留
め
て
お
こ
う
。

　《
主
題
》

　
天
女
と
見
ま
ご
う
ほ
ど
に
美
し
い
五
節
の
舞

姫
の
姿
を
詠
ん
だ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
二
ペ
ー
ジ

問
作
者
が
「
乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む
」（
８
行

目
）
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
美
し
い
少
女
の
姿
を
、
少
し
で
も
長
く
見
て
い
た

い
と
思
っ
た
か
ら
。

補
五
節
の
舞
姫
は
美
し
い
少
女
が
選
ば
れ
、
衣
装
も

そ
れ
ぞ
れ
華
や
か
さ
を
競
っ
た
の
で
、
そ
の
姿
は

た
い
へ
ん
優
美
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ

は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
ず
、
ま
る
で
天
女
の

よ
う
だ
っ
た
の
で
、
天
へ
帰
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
、
帰
り
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
た
い
と
詠
ん

語
句
の
研
究

●
二
六
二
ペ
ー
ジ

2
天
つ
風
　
大
空
を
吹
く
風
。
こ
こ
で
は
、
大
空
を

吹
く
風
よ
と
呼
び
か
け
て
い
る
。「
つ
」
は
上
代

の
格
助
詞
で
連
体
修
飾
の
「
の
」
と
同
じ
だ
が
、

中
古
以
降
は
複
合
語
の
中
で
慣
用
的
に
用
い
ら
れ

る
だ
け
に
な
っ
た
。

2
雲
の
通
ひ
路
　
雲
の
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
、
地
上
か
ら
天
へ
通
じ
る
道
。

2
乙
女
　
五
節
の
舞
姫
の
こ
と
。「
古
今
集
」
詞
書

に
「
五
節
の
舞
姫
を
見
て
よ
め
る
　
よ
し
み
ね
の

む
ね
さ
だ
」
と
あ
る
。
五
節
の
舞
は
、
陰
暦
十
一

月
に
宮
中
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
の
豊
明
節
会
に
、

貴
族
の
未
婚
の
娘
が
選
ば
れ
て
舞
姫
に
な
っ
た
。

五
穀
豊
穣
を
祝
い
、
酒
宴
が
張
ら
れ
た
。
天
武
天

皇
が
吉
野
へ
行
幸
し
た
折
に
、
天
女
が
舞
い
降
り

た
と
い
う
伝
説
が
五
節
の
舞
の
起
源
と
な
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
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だ
の
で
あ
る
。

問
「
古
今
和
歌
集
」
の
歌
集
の
表
現
の
特
徴
を
ま
と

め
よ
。

答
題
材
は
貴
族
の
美
観
に
即
し
た
も
の
に
限
ら
れ
、

繊
細
で
優
美
で
あ
り
、
理
知
的
、
観
念
的
な
屈
折

を
も
つ
表
現
が
主
流
。
調
べ
は
七
五
調
が
基
本
で
、

三
句
切
れ
が
多
い
。
縁
語
・
掛
詞
が
効
果
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
技
巧
的
・
観
念
的
に
傾
く
傾
向

は
後
世
に
批
判
の
対
象
と
も
な
る
の
だ
が
、
貴
族

た
ち
は
洗
練
さ
れ
た
優
美
な
言
葉
続
き
に
よ
っ
て

歌
を
練
り
あ
げ
る
こ
と
を
求
め
続
け
、
そ
の
精
神

を
大
切
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
技
巧
と
し

て
の
掛
詞
や
縁
語
の
流
行
は
、
仮
名
の
発
明
に
よ

っ
て
言
葉
の
結
び
付
き
の
不
思
議
さ
や
面
白
さ
に

気
付
い
た
人
々
の
喜
び
を
起
点
と
す
る
。「
古
今

和
歌
集
」
は
日
本
の
知
的
表
現
形
式
の
基
盤
の
よ

う
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

作
者

良
岑
宗
貞

　
弘
仁
七
（
八一六）
年
〜
寛
平
二
（
八九〇）
年
。
六
歌
仙
の
一
人
。
出
家
し
て

遍へ
ん

昭じ
ょ
うと
名
乗
る
。
桓
武
天
皇
の
皇
孫
。
大
納
言
良
岑
安や
す

世よ

の
子
。
素そ

性せ
い

・
由ゆ

性せ
い

の
父
。
良
僧
正
・
花
山
僧
正
と
も
呼
ば
れ
る
。
仁
明
天
皇
に
仕
え
、
嘉か

祥し
ょ
う二
（
八四九）
年
蔵
人
頭
と
な
っ
た
が
、
翌
三
年
、
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、

比
叡
山
で
出
家
し
た
。
時
に
三
十
五
歳
。
慈じ

覚か
く

大
師
・
智ち

証し
ょ
う大
師
の
教
え
を

受
け
、
雲
林
院
に
住
し
た
。
仁
和
元
（
八八五）
年
僧
正
と
な
り
、
光
孝
天
皇

の
信
任
が
深
か
っ
た
。
后き
さ
き

藤ふ
じ

原わ
ら
の

高た
か
い子こ

の
陽よ
う

成ぜ
い

天
皇
御
産
の
と
き
請
願
し
て

花
山
に
元が
ん

慶け
い

寺じ

を
創
建
し
、
ま
た
、
七
条
起
請
を
下
し
て
僧
の
規
律
を
正
す

な
ど
の
功
績
が
あ
っ
た
。
勅
撰
集
に
は
「
古
今
集
」
以
下
に
三
十
六
首
入
集
。

仮
名
序
で
「
歌
の
さ
ま
は
得
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と
少
な
し
。
た
と
へ
ば
絵
に

書
け
る
女
を
見
て
、
い
た
づ
ら
に
心
を
動
か
す
が
ご
と
し
。」
と
評
さ
れ
る

よ
う
に
、
機
知
に
富
ん
だ
着
想
の
お
も
し
ろ
さ
が
特
徴
で
あ
る
。
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鑑
賞

　「
古
今
集
」
序
文
で
は
、
宗
貞
は
「
ま
こ
と
少
な
し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
も
「
雲
の
通
ひ
路
吹
き
と
ぢ
よ
」
と
い
う
の
が
伝
説
を
踏
ま
え
た
も

の
と
は
い
え
大
げ
さ
で
、
華
や
か
な
情
景
で
あ
る
だ
け
に
作
り
物
め
い
た
も

の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
歌
そ
の
も
の
が
「
ま
こ
と

少
な
し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
当
時
の
男
性
が
抱
い
た
五

節
の
舞
姫
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
こ
の
程
度
の
誇
張
表
現
は
許
さ

れ
て
よ
い
か
と
思
う
。
明
る
い
華
や
か
な
歌
い
ぶ
り
が
、
百
人
一
首
中
の
有

名
歌
と
な
っ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
出
家
前
の
三
十
歳
代
に
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
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